
1

日時��成27�9月22日（火）�9月25日(�）
場����大学���キャン�ス

大会日程ならびに会場
月 日  時  間    �    �  会  場

9:30 受付開始 A棟１階エント
ランス

14:00-17:00 ミニシンポジウム「フグ食の安全性確保–日本沿岸フグ類の分類と
毒性の���」

第4会場 (404)

10:00-15:00 ��会 第8会場 (202)
11:30-12:30 水産教育推進委員会 305
12:00-13:00 漁業懇話会委員会 402
13:00-16:30 ミニシンポジウム「水産分野におけるキャリア教育の先進性と今後

の展開」
第5会場 (307)
（控室306）

13:00-17:00 第66回漁業懇話会��会「�日本大震災からの漁�漁業の��–現
状と課題」

401

15:00-18:00 学会賞選考委員会 303
14:00-17:00 口頭発表 第1�8会場
12:00-14:00 ポスター発表 第9,10会場
12:00-13:00 ���同�画推進委員会 303
12:00-13:00 85������シンポジウム委員会 305
18:30-20:30 会員交歓会 TKPガーデンシ

ティー仙台
10:00-16:30 口頭発表 第1�8会場
12:00-14:00 ポスター発表 第9,10会場
12:00-13:00 ��交�委員会 303
12:00-13:00 企画広報委員会 305
16:30-18:00 シンポジウム企画委員会 303
16:30-19:00 編集委員会 305
10:00-17:00 シンポジウム「�日本大震災の�����に�け�新�な水産業の

創成につながる新技術開発」
第5会場 (307)
（控室306）

9:30-15:40 第三回日中韓水産学会合同シンポジウム 第3会場 (401)
（控室402）

12:00-13:00 水産増殖懇話会委員会 405
11:30-12:30 水産環境保全委員会 403
13:30-17:00 水産増殖懇話会第2回��会「水産増�殖����� � ����

から産業応用へ �」
第2会場 (406)
（控室305）

13:00-17:30 水産環境保全委員会企画��会「������沿岸における�日本
大震災以後の貝毒の問題」

第4会場 (404)

9月22日
（火）

9月23日
（水）

9月24日
（木）

9月25日
（�）
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����日�

 月 日 時間 �� 会場
 9月21日（月） 9����1���� 日����会��会�������������

������� �間�����������
�������

 9月21日（月） 1�����19��� �日��������������会 �������

 9月26日（土）  1�����16��� ���������������
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～大会参加の皆様へのお知らせ～

受付
講義棟 棟１階入口に受付を設置します。

シンポジウム
全てのシンポジウムは一般公開されます。シンポジウムに限り無料でご参加いただけます。

口頭発表ファイルの へのコピー
ファイルを入れた メモリーを各自会場にご持参下さい。会場 へのファイルのコ

ピーは、午前・午後のセッション開始前に行って下さい。必ず下記の時間内にファイルを会場
にお持ちになり，係の指示に従って へのコピーをお願い致します。 午前・午後共にセッショ
ン中は休憩がありませんので，予めコピーをお願いします。
・午前セッションでの発表の方は，午前のセッション開始前 の間
・午後セッションでの発表の方は，午前のセッション終了直後～ か ～ の間

口頭発表要領
口頭発表一演題の時間は 分（発表 分，討論 分）です。 分経過時に予鈴 回， 分で本

鈴 回鳴ります。以降， 分経過ごとに警告鈴が 回鳴ります。 演題連続での発表の場合には，
分経過時に予鈴 回， 分で本鈴が 回鳴ります。以降，分経過ごとに警告鈴が 回鳴ります。

演者の皆様には発表時間厳守をお願いします。
操作は 係が行いますので，演者は送りの指示をして下さい。スライド上映は順行のみで

「後戻り」は出来ません。
試写
棟 室に 発表会場に設置してある と同等仕様の試写用 を準備しておりますので，事

前の動作確認にご利用ください。
ポスター発表資料の提示および発表要領
ポスター発表は， 月 日と 日に分けて行います。ポスターの掲示は，各自割り当てられ

た発表日の までに発表者自身で行ってください。講演番号を記載したボード，画鋲等は用
意します。ボード全体のサイズは幅 高さ です。このうち画鋲止めできる範囲は
幅 高さ です。
ポスターの掲示時間は２日間とも ～ です。このうち討論時間は ～ で

す。
ポスターの撤去はいずれの日も までに完了してください。 を過ぎても掲示してあ

るポスターについては，大会期間中は大会本部で保管しますが，その後は処分いたします。
口頭発表の演者と座長の皆様へ
発表会場入口に発表演者と座長の一覧表を準備してあります。入場前にご確認のチェックを

入れてください。
展示
展示会場は 棟１階 および 室です。

昼食
大会期間中の 月 ～ 日は東北大学生協食堂がご利用頂けます。 日は休店です。

喫煙
キャンパス内は禁煙です。

川内北キャンパスでは、日本遺伝学会が 月 日～ 日に 棟で、日本

放射化学会が 月 日～ 日に 棟で開催されます。会場を間違えない

よう、ご注意ください。
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クローク
講義棟 棟 階 室にクロークを設けます。
現金、貴重品はお預かりできませんが、以下の時間帯に開設しますので、お気軽にご利用く

ださい。お預かりの際には、お名前・所属、携帯電話番号を控えさせていただき、「お預かり
品引換券」をお渡しします。なお、日付をまたいでのお預かりはできませんので、ご了解くだ
さい。

月 日 ～
月 日 ～
月 日 ～
月 日 ～



5

9月23日
会場 午後 午前 午後

14��00�17�00 10�00�12�00 14��00�17�00

漁具、漁法、音響・計測 漁業、音響・計測 資源・生態
1 資源・生態

101���112 113���117 118��123

資源・生態 資源・生態 ��・生�
2 ��・生� ベントス

201���212 213���219 220���229

生態・生� 生態・生� 生態・生�
3

301���314 315���322 323���332

増養殖 増養殖 増養殖
4 遺伝・育種

401���413 414���421 422���431

増養殖 魚病など 増養殖
5 魚病など 遺伝・育種

501���512 513���519 520���529

有害プランプトン 有害プランプトン 環境微生物
6 水域汚染 水域汚染 社会科学

601���605 606���610 611����111��624

化学・生化学 化学・生化学 化学・生化学
7

701���706 707���711 712���718

��・�� ��・�� ��・��
8

801���813 814���820 821���829

9

10

研究発表日程表

ポスター発表Ⅲ ポスター発表Ⅳ

9月24日

ポスター発表Ⅰ ポスター発表Ⅱ
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大会会場（東北大学川内北キャンパス）へのアクセス

■ 仙台駅から
仙台駅西口 バスターミナル、 番のりば

系統 「青葉通・工学部経由 宮教大・青葉台」行
系統 「青葉通・工学部経由 宮教大・成田山」行
系統 「青葉通・工学部経由 宮教大」行
系統 「青葉通・理・工学部・仙台城跡南経由 動物公園循環」行
いずれも「川内北キャンパス・萩ホール前」で下車（所要時間約 分・運賃 円）

仙台駅西口 バスターミナル、 番のりば
・ 系統「広瀬通経由交通公園・川内 営 行、広瀬通経由交通公園循環」
「川内郵便局前」で下車（所要時間約 分・運賃 円）

■ 仙台空港から 仙台駅
仙台空港アクセス線 （仙台空港～ 仙台駅 所要時間約 分・運賃 円）

自動車でのご来場はご遠慮ください。

交歓会会場とアクセス
会場： ビル 階（ 仙台駅北側）

カンファレスセンター
（ － 階行きエレベーターをご利
用下さい）

■ 大会会場から
「川内北キャンパス・萩ホール前」から「仙
台駅行き」の市バスをご利用下さい。
バス停から ビルまで徒歩約 分

⑯
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東北大学川内キャンパス

■大会会場
川内北キャンパス

■ 食事等
月 － 日は川内北キャンパス厚生会館内の生協食堂が利用できます。

■ コンビニ
川内北キャンパス北門を出て、東方向に約

■ 郵便局
川内北キャンパス北門正面

注意

下記の学会が同時期に川内北キャンパスで開催されます。日程の一部が水産学会と重なっていま
す。会場にご注意下さい。

日本水産学会： 棟（ 月 ～ 日）
日本放射学会： 棟（ 月 ～ 日）
日本遺伝学会： 棟（ 月 ～ 日）
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講義棟 Ａ棟 ２Ｆ 

資料室 
A205 

第 会場 

A204 
クロー
ク 

A201 
教員控え室

A202 
第 会場 

A203 
水産学
会事務
局 

A200 
大会本部 

A106 
第２
展示室 

A105 
第１
展示室 

A104 

A101 
第 会場
ポスター発表 

A102 
第 会場
ポスター発表

A103 

W
C 

講義棟 Ａ棟 １Ｆ 

A406 
第 会場 

A405 
第
会場 

A404 
第 会場 

A401 
第 会場 A402 

A403 
第
休憩室 

講義棟 Ａ棟 ４Ｆ 

A307 
第 会場 

A306
第
会場 

A305 

A301 
第
休憩室 

A303 
A304 
試

写室 
A302 

講義棟 Ａ棟 ３Ｆ 

会場（川内北キャンパスＡ棟）案内図

第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）
第 会場（ ）

第１展示室（ ）
第２展示室（ ）
第 休憩室（ ）
第 休憩室（ ）

試写室（ ）

受付（ 階エントランス）
クローク（ ）
大会本部（ ）
水産学会事務局・
名誉会員・役員控室（ ）

受付
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平成 27 年度日本水産学会秋季大会プログラム

	 期間　平成27年9月22日（火）〜9月25日（金）
	 場所　東北大学（川内北キャンパス）

第 1 会 場

9 月 23 日（水）
午 後

14：00	 101	 気温から水温を推定するための推定精度の向上に寄与する湿度と日射量の役割
	 	 	 	 	 ……………………………… °藤田伸二（長大院水環）・山崎貴博・平田香織・蛭子遼太郎（長大水）
	14：12	 102	 ケプストラム解析を用いた広帯域スプリットビームシステムの較正
	 	 	 	 	 ……………………………………… °金城篤史・伊藤雅紀・松尾行雄（東北学院大，JST	CREST）・
	 今泉智人（水研セ水工研，JST	CREST）
	14：24	 103	 魚群探知機付きGPSブイの活用について
	 	 	 	 	 …………… °大島達樹・佐々木安之・彦坂明孝・和田聖子・薄　光憲・伏島一平（水研セ開発セ）
	14：36	 104	 沖合中層で多獲性浮魚類を省エネ漁獲する新漁法「待ち網」
	 	 	 	 	 上野康弘・長谷川勝男・越智洋介（水研セ水工研）・°鈴木勝也（日東製網）・高木　力（北大院水）
	14：48	 105	 タイ国ラヨン県定置網の技術移転後の12年間の経緯
	 	 	 	 	 ………………………°有元貴文（海洋大）・Udom	Khrueniam・Kamolrat	Phuttaraksa（EMDEC）・
	 Aussanee	Munprasit・Taweekiet	Amornpiyakrit・Nopporn	Manajit（SEAFDEC）・
	 吉川　尚（東海大）・今　考悦（筑波大）・石川智士・岡本侑樹（地球研）
	15：00	 106	 タイ国ラヨーン沿岸における釣り漁業の季節変化
	 	 	 	 	 ………………… °江幡恵吾（鹿大水）・Anukorn	Boutson（カセサート大学）・有元貴文（海洋大）・
	 Nakaret	Yasook（SEAFDEC）・渡辺一生・石川智士（地球研）
	15：12	 107	 大阪府におけるサワラ流し網漁業に関する研究・・春漁の漁獲量増加について・・
	 	 	 	 	 ……………………………………………………………………………… °睦谷一馬（大阪環農水総研）
	15：24	 108	 岩手県沿岸におけるヒラメ着底稚魚の生残
	 	 	 	 	 ………………………………………… °林崎健一・玉田　悟（北里大海洋）・後藤友明（岩手水技セ）
	15：36	 109	 岩手県沿岸におけるヒラメ着底稚魚の餌料環境の評価
	 	 	 	 	 ………………………………………… °玉田　悟・林崎健一（北里大海洋）・後藤友明（岩手水技セ）
	15：48	 110	 	有明海佐賀県海域におけるクルマエビ(Marsupenaeus japonicus)種苗（体長10mmサイズ）の放流効果の

検証
	 	 	 	 	 ………………………………………°神﨑博幸・佃　政則・三根崇幸・荒巻　裕（佐賀有明水振セ）・
	 横尾一成（佐賀県水産課）・菅谷琢磨（水研セ瀬戸水研）
	16：00	 112	 Lp正則化を利用した気象データに基づく八代海の赤潮発生予測
	 	 	 	 	 ………………… °庄野　宏（鹿大水）・中島広樹・保科圭佑・矢野浩一・西　広海（鹿児島水技セ）

このプログラムはインターネットで申し込まれたデータを元に作成しています。
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第 1 会 場

9 月 24 日（木）
午 前

	10：36	 113	 東日本太平洋沖におけるハイドロフォン及び海底地震計によるナガスクジラ鳴音の検出と音源定位
	 	 	 	 	 ………………………………………………………………………………………°岩瀬良一（JAMSTEC）
	10：48	 114	 アイナメの産卵期における鳴音の特性
	 	 	 	 	 ……… °松原直人（北大院水）・宗原弘幸（北大フィールド科セ臼尻）・高橋竜三（水研セ水工研）・
	 木村暢夫・前川和義・安間洋樹（北大院水）
	11：00	 115	 Environmentally	Friendly	Bottom	Gill	Net	Modifications	For	Demersal	Fish	Catch
	 	 	 	 	 ……………………………………… °Isrojati	Johanes	PARANSA・Florence	Verra	LONGDONG・
	 Marina	Flora	Oktavine	SINGKOH・P.L.N.	Pangemanan（Sam	Ratulangi	University）
	11：12	 116	 	Escapement-Based	Surface	Gill	Net	Technology	of	Purse	Seine	Operation	 In	Fish	Aggregating	

Device.
	 	 	 	 	 ………………………… °Johnny	Budiman・Sammy	Nixon	Longdong・Farnis	Bineada	Boneka・
	 Desy	Maria	Helena	Mantiri（Sam	Ratulangi	University）・
	 Keigo	Ebata（Kagoshima	University）
	11：24	 117	 	FISHERMEN’S	ACTIVITIES	 IN	 SARIO	TUMPAAN,	MANADO,	 NORTH	 SULAWESI,	

INDONESIA
	 	 	 	 	 … °F.V.	Longdong・V.	E.	N.	Manoppo・M.	Singkoh・I.	J.	Paransa（Sam	Ratulangi	University）

午 後

	14：00	 118	 ステレオ録音装置を用いた魚類鳴音の定位性能評価
	 	 	 	 	 …………… °伊藤雅紀・松尾行雄（東北学院大）・今泉智人・高橋竜三・松裏知彦（水研セ水工研）
	14：12	 119	 瀬戸内海中央部におけるタチウオの産卵期
	 	 	 	 	 …………………………………………………… °新野洋平・坂井陽一・冨山　毅（広大院生物圏科）
	14：24	 120	 サンマ棒受網漁業のCPUE標準化
	 	 	 	 	 … °納谷美也子・巣山　哲・中神正康・酒井光夫（水研セ東北水研）・竹内幸夫（水研セ国際水研）
	14：36	 121	 サンマ資源減少による棒受網漁業への影響
	 	 	 	 	 ………………………………………………… °中神正康・巣山　哲・納谷美也子（水研セ東北水研）
	14：48	 122	 調査流し網によるサンマCPUE年変動と来遊水準の予測
	 	 	 	 	 …………………………°酒井光夫・巣山哲・中神正康・納谷美也子・加藤慶樹（水研セ東北水研）・
	 一	井太郎（水研セ国際水研）
	15：00	 123	 秋生まれ群アカイカの資源変動と産卵場における海洋環境変動との関係
	 	 	 	 	 ……………………… °加藤慶樹・酒井光夫（東北水研）・若林敏江（水大校）・一井太郎（国際水研）

第 2 会 場

9 月 23 日（水）
午 後

14：00	 201	 サクラマス（雌）×ヤマメ（雄）の産卵場所と産着卵の発眼率
	 	 	 	 	 ………………………… °佐藤正人（秋水セ）・菊地賢一（阿仁川漁協）・坪井潤一（水研セ増養殖研）
	14：12	 202	 小渓流における長期資源モニタニング
	 	 	 	 	 ………………………………………………………… °高木優也・綱川孝俊・久保田仁志（栃木水試）
	14：24	 203	 琉球列島におけるハマダイとアオダイの遺伝的集団構造解析（予報）
	 	 	 	 	 ……………… °今井秀行・外間一樹（琉球大理）・甲斐哲也・太田　格・上原匡人（沖縄水海技セ）


